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市
議
会
議
員
研
修
会
に
お
い
て
、

駒
ケ
根
観
光
開
発
株
式
会
社
の
経

営
改
革
に
つ
い
て
と
、
空
き
家
対
策
、

地
方
公
営
企
業
会
計
制
度
の
見
直

し
に
つ
い
て
勉
強
会
を
し
ま
し
た
。 

 

駒
ケ
根
観
光
開
発
（株
） 

 
 
 

現
状
と
課
題 

 

・
事
業
運
営
で
、
す
ず
ら
ん
荘
は

平
成
２
５
年
７
月
よ
り
休
前
日
料

金
１
０
０
０
円
増
を
実
施
。 

 

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
四
季
は
、
２
６
年

４
月
よ
り
シ
ー
ズ
ン
・
曜
日
別
の
４

段
階
料
金
制
を
実
施
予
定
。 

 

・
減
価
償
却
方
法
を
改
定
し
、
長

期
資
金
の
減
価
償
却
耐
用
年
数
の

見
直
し
を
２
５
年
度
よ
り
実
施
。 

 

減
価
償
却
費
を
年
間
７
０
０
万

円
程
度
軽
減
す
る
。 

  

施
設
管
理
上
の
課
題 

 

①
す
ず
ら
ん
荘
（
昭
和
４
３
年

新
築
、
平
成
１
１
年
改
築
）。 

 

・
平
成
２
７
年
度
ま
で
は
、
指
定 

             
管
理
者
と
し
て
観
光
開
発
（
株
）
が

運
営
。 

 

・
平
成
１
１
年
の
改
築
部
分
は
、

駒
ケ
根
観
光
開
発
（
株
）
の
資
産 

 

・
借
入
金
残
高
は
１
億
７
０
０
０

万
円
。 

 

・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
駒
ケ
根
訓
練
所
が
耐

震
補
強
・
改
築
中
の
代
替
え
施
設
と

し
て
利
用
を
検
討
中
。 

 

・
耐
震
改
修
未
実
施 

  

②
こ
ま
く
さ
の
湯 

 

（
平
成
８
年
新
築
、
平
成
１
３
年 

 
 

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
） 

 

・
平
成
２
７
年
度
ま
で
は
、
指
定

管
理
者
と
し
て
駒
ケ
根
観
光
開
発

が
運
営
。 

 

ゆ
う
ら
く
館
部
分
は
観
光
開
発

の
資
産
。 

 

・
浴
槽
・
水
ま
わ
り
の
老
朽
化
が

始
ま
っ
て
お
り
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す

る
時
期
に
き
て
い
る
。 

 

・
早
太
郎
温
泉
の
中
核
施
設
で
あ

り
、
市
民
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
施
設
と

し
て
も
必
要
な
施
設
。 

 

③
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
四
季 

 
 

 

（
平
成
十
一
年
新
築
） 

 

・
駒
ケ
根
観
光
開
発
（
株
）
の
借

入
金
残
高
３
億
円
。 

 

・
建
物
は
会
社
の
資
産
。
土
地
は

駒
ケ
根
市
の
保
有
。
年
間
１
８
５
万

円
で
賃
貸
。 

 

・
旅
行
形
態
の
変
化
に
よ
り
個
人

旅
行
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
和
室

よ
り
も
洋
室
の
需
要
が
多
い
。 

 

・
旧
い
と
う
家
の
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
。 

 

・
市
に
よ
る
新
た
な
損
失
補
償
が

で
き
な
い
た
め
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す

る
財
源
が
確
保
で
き
な
い
。 

           
会
社
の
課
題 

 

・
会
社
の
施
設
で
あ
る
ビ
ュ
ー
ホ

テ
ル
四
季
の
収
支
を
改
善
し
、
自
力

で
投
資
で
き
る
環
境
に
な
い
。 

 

・
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
四
季
の
利
用
者

は
そ
れ
ほ
ど
落
ち
込
ん
で
い
な
い
。 

 

・
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
四
季
の
事
業
譲

渡
を
検
討
す
る
時
期
に
来
て
い
る
。 

  

市
の
課
題 

 

・
事
業
譲
渡
を
す
る
場
合
は
、
事

前
に
土
地
を
会
社
の
資
産
と
し
た

ほ
う
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。 

手
法
と
し
て
土
地
を
現
物
出
資
し

株
式
を
取
得
す
る
方
法
も
あ
る
。 

 

・
３
４
５
名
の
株
主
に
対
し
て
市

と
し
て
ど
の
よ
う
に
誠
意
を
尽
く

す
か
？
。
株
式
の
買
い
取
り
も
検
討

課
題
。 

 

・
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債

の
活
用
は
ど
う
か
。 

 

改
革
推
進
債
の
起
債
は
平
成
２

５
年
度
が
期
限
で
あ
る
が
、
２
５
年

度
末
ま
で
に
抜
本
的
改
革
に
着
手

し
て
い
な
が
ら
そ
の
完
了
が
間
に

合
わ
な
か
っ
た
地
方
公
共
団
体
に

つ
い
て
は
、
平
成
２
８
年
度
ま
で
起

債
を
可
能
と
す
る
経
過
処
置
を
講

じ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
起
債
を
活
用
す
る
場
合
、
２

５
年
度
内
に
意
思
決
定
を
行
い
５

月
末
ま
で
に
計
画
書
を
策
定
し
総

務
大
臣
の
許
可
を
得
る
必
要
が
あ

る
。 

 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
会
社
の
整
理

に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
・
公
認
会
計

士
・
税
理
士
等
の
総
合
的
な
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
知
恵
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

  

空
き
家
対
策
に
つ
い
て 

 

市
内
に
は
樹
木
・
雑
草
の
繁
茂
や

建
築
物
の
屋
根
材
や
壁
材
の
飛
散

な
ど
の
市
民
生
活
に
不
安
を
与
え

る
要
因
の
あ
る
「
空
き
家
」
が
存
在

し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
空
き
家
で
は
、
火
災
や

犯
罪
の
発
生
、
自
然
災
害
に
よ
る
建

築
物
の
飛
散
や
倒
壊
等
で
市
民
生

活
に
悪
影
響
が
発
生
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

全
国
の
空
き
家
率
は
１
３
．
１
％

で
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

 

駒
ケ
根
市
が
行
っ
た
空
き
家
実

態
調
査
で
は
、
１
６
３
件
情
報
提
供

が
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
建
物
が
危
険

な
状
態
や
飛
散
の
可
能
性
が
あ
る

も
の
２
件
、
今
後
管
理
が
行
わ
れ
な

い
と
市
民
生
活
に
影
響
が
出
そ
う

な
物
件
が
１
６
件
あ
っ
た
。 

 

統
計
上
の
率
か
ら
見
る
と
市
内

に
は
４
０
０
戸
程
度
の
空
き
家
が

存
在
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。 

 

行
政
指
導
と
し
て
は
財
産
権
不

可
侵
の
原
則
に
よ
り
、
法
律
で
定
め

の
な
い
限
り
財
産
権
に
制
限
を
加

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
市
役
所
と

い
え
ど
も
住
民
デ
ー
タ
や
課
税
デ

ー
タ
を
閲
覧
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
、
建
物
調
査
や
敷
地
に
立
ち
入
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

全
国
の
市
区
町
村
２
０
０
以
上

で
条
例
を
制
定
し
て
問
題
の
解
決

を
図
っ
て
い
る
。 

 

駒
ケ
根
市
の
対
策
と
し
て
空
き

家
管
理
条
例
の
制
定
が
提
起
さ
れ

ま
し
た
。 

  

条
例
制
定
に
む
け
て 

 
 

 

素
案
示
さ
れ
る 

 

条
例
素
案
の
目
的
で
は
、
空
き
家

等
の
管
理
の
適
正
を
図
り
、
生
活
環

境
を
保
全
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
条
例
化
に
向
け
て
は
、
４
月
に

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
６
月
議
会

へ
上
程
の
予
定
と
し
て
い
ま
す
。 

 

 

駒
ケ
根
観
光
開
発
（
株
）
の
経
営
改
革 

 

空
き
家
対
策
と
管
理
に
関
す
る
条
例 
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